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市
で
は
、
一
人
一
人
が
輝
く
特
色

あ
る
学
校
を
創
造
す
る
た
め
に
、「
ふ

る
さ
と
『
え
び
の
』
に
誇
り
を
も
ち
、

未
来
を
切
り
拓
く
『
人
財
』
の
育
成
」

と
い
う
学
校
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
児
童
生
徒
が
え
び
の
で

学
び
育
っ
て
、
ふ
る
さ
と
「
え
び
の
」

に
自
信
と
誇
り
を
も
ち
、
そ
の
誇
り

や
あ
た
た
か
さ
を
胸
に
困
難
を
乗
り

越
え
、
新
た
な
未
来
を
切
り
拓
い
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
「
え
び
の
」
に
は
、
豊

か
な
自
然
、
歴
史
、
文
化
、
産
業
な

ど
の
教
育
資
源
が
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
え
び
の
に
暮
ら
し
日
々
を
生
き

る
人
た
ち
か
ら
の
学
び
が
あ
り
ま
す
。

大
人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
な
っ
て
、

え
び
の
の
教
育
資
源
を
丸
ご
と
活
用

し
、
こ
れ
ま
で
に
築
い
て
き
た
え
び

の
な
ら
で
は
の
教
育
を
伝
え
、
発
展

的
に
継
承
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
礎
の
一
つ
と
し
て
、「
一
人
一
人

が
輝
く
、
特
色
あ
る
学
校
の
創
造
」

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

一
人
一
人
が
輝
く
輝
く
教
育
を
目
指
し
て

　

幼
保
小
連
携
や
各
地
区
で
の
小
中
連
携
事
業
、
飯
野
高
校
と
の
連
携
事
業
を

生
か
し
な
が
ら
、
え
び
の
な
ら
で
は
の
「
人
権
・
同
和
教
育
」、「
幼
保
・
小
・
中
・

高
の
一
貫
教
育
」、「
ふ
る
さ
と
教
育
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

一貫教育の推進

飯野高校各中学校各小学校保育園
幼稚園

認定こども園

小学校教育への滑らかな移行

連携連携連携

ふるさと教育・
キャリア教育の推進

幼保・小・中・高の
一貫教育の推進

人権・同和教育の推進
教職員が人権尊重の理念について理解するため、研修を受
けています。また、児童生徒が自らの大切さを認められてい
ることを実感できる環境づくりに努めています。全教育活動
を通して、人権についての正しい知識を身に付け、人権を尊
重する意識や態度を育成し、実践力を養うことに努めます。

「えびの学」を中心に、児童生徒の実態や地域
の特性等を踏まえ、地域の教育資源を生かし
た特色ある教育課程の編成、地域に根差した
教育活動を展開します。ふるさとを愛し、ふる
さとに自信と誇りを持つ児童生徒、地域に貢献
しようとする児童生徒の育成を目指します。

幼稚園・保育園・認定こども園と小学
校、中学校、高等学校の連携を進め、子
どもたちに身に付けさせたい資質・能
力・態度等を明確にし、円滑な接続を
図ることで、発達の段階に応じた一貫
性のある継続的な指導を推進します。

校区別幼保小推進協議会

教員・保育士の交流

幼児・児童の交流

一貫性のある教育内容

効果的な教職員の交流

児童生徒の交流

一
人
一
人
が
輝
く
、
特
色
あ
る
学
校
を
創
造
す
る
た
め
に

えびのの教育の
3 つの要
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イ
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ー
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ビ
ュ
ー

　

児
童
生
徒
一
人
一
人
が
、
生
き
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

の
中
で
互
い
を
思
い
や
る
こ
と
の
で
き
る

雰
囲
気
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

困
難
や
失
敗
、
成
功
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
経

験
を
重
ね
る
中
で
、
た
く
ま
し
く
生
き
抜

い
て
い
く
力
を
育
て
て
い
ま
す
。

　

令
和
2
年
度
か
ら
令
和
4
年
度
ま
で
、

宮
崎
県
よ
り
「
ひ
な
た
セ
ー
フ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
推
進
事
業
」
の
指

定
を
受
け
、
S
O
S
の
出
し
方
教
育
な
ど

の
普
及
・
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。困った時の対処方法について一緒に考えます

えびの学の進め方について話し合いを行いました

児童と英語で交流するラーマンさん

　

え
び
の
学
と
は
、
え
び
の
を
学
び
、
え

び
の
を
通
し
て
自
分
の
生
き
方
を
考
え
る

学
習
で
す
。
こ
の
学
習
は
、え
び
の
を「
学

び
の
対
象
」、「
学
び
の
場
」
と
し
て
捉
え

て
い
ま
す
。
自
然
・
環
境
、
歴
史
・
伝
統
、

産
業
・
生
活
な
ど
、
え
び
の
の
教
育
資
源

を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
学
習
・
理
解
し

て
い
き
ま
す
。

　

え
び
の
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
自
分
を

見
つ
め
直
し
、
え
び
の
の
未
来
や
自
分
の

生
き
方
に
つ
い
て
考
え
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
と
ふ
る
さ
と
に

貢
献
す
る
態
度
を
育
て
ま
す
。

　

え
び
の
学
は
、
子
ど
も
た
ち
に
え
び
の

を
大
好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
、
え
び
の
で

学
び
活
躍
で
き
る
大
人
に
育
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
思
い
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
小
学

校
で
は
地
域
の
人
や
教
育
資
源
か
ら
地
域

を
知
る
学
習
、
中
学
校
・
高
校
で
は
地
域

の
人
に
話
を
聞
く
な
ど
の
将
来
に
つ
な
が

る
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地

域
の
も
の
に
触
れ
て
学
ぶ
こ
と
は
子
ど
も

た
ち
に
良
い
刺
激
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

学
力
向
上
研
究
委
員
会
で
は
、
小
中
高

の
先
生
が
集
ま
り
、
子
ど
も
た
ち
に
ど
の

よ
う
な
力
を
付
け
て
ほ
し
い
か
な
ど
を
話

し
合
い
な
が
ら
、
え
び
の
学
の
見
直
し
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
映
像
や
資
料
を
デ
ー
タ
管
理

す
る
な
ど
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
に
支
給

さ
れ
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
授

業
の
進
め
方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

市
内
の
学
校
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

は
あ
り
ま
す
が
、
3
つ
の
挑
戦
「
学

力
向
上
へ
の
挑
戦
」・「
心
の
教
育
へ

の
挑
戦
」・「
健
康
教
育
へ
の
挑
戦
」

を
掲
げ
、
学
力
の
向
上
、
英
語
教
育

の
充
実
、
I
C
T
の
活
用
、
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
面
で
の
活
躍
な
ど
、
子
ど

も
も
先
生
も
本
当
に
よ
く
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
、
他
の
地
域

に
誇
れ
る
教
育
が
行
え
る
の
は
、
保

護
者
の
皆
さ
ん
や
地
域
の
皆
さ
ん
の

支
え
が
あ
る
か
ら
こ
そ
で
す
。
そ
れ

が
、
え
び
の
の
大
人
力
で
あ
り
、
地

域
力
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
地
域
の
大
人
の

魅
力
に
触
れ
、
大
人
に
憧
れ
、
地
域

へ
の
誇
り
・
感
謝
の
気
持
ち
を
抱
い

て
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
え

び
の
の
子
ど
も
た
ち
の
学
び
が
よ
り

豊
か
な
も
の
と
な
る
よ
う
、
学
校
だ

け
で
は
な
く
、
市
民
一
人
一
人
が
知

恵
を
出
し
合
い
、
行
動
し
、
一
緒
に

高
め
あ
っ
て
輝
く
こ
と
が
で
き
る
教

育
を
皆
さ
ん
と
目
指
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
で
、
そ
し
て
地
域
で
、
各
学

校
で
の
取
り
組
み
を
、
ぜ
ひ
、
話
題

に
し
て
い
た
だ
き
、
自
分
に
何
が
で

き
る
か
、
自
分
な
ら
ど
ん
な
協
力
が

で
き
る
か
な
ど
、
前
向
き
に
考
え
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

え
び
の
市
と
い
う
素
敵
な
フ
ィ
ー

ル
ド
で
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
を
発
展

的
に
継
承
し
つ
つ
、
新
た
な
時
代
を

見
据
え
、「
え
び
の
市
民
一
人
一
人
が

輝
く
教
育
」
を
目
指
し
て
全
力
で
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　

え
び
の
市
の
子
ど
も
た
ち
は
、
と
て

も
英
語
の
レ
ベ
ル
が
高
い
で
す
。
保
育
園

等
の
頃
か
ら
英
語
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
と
て

も
良
い
こ
と
で
す
。
小
さ
い
頃
か
ら
学
ぶ

こ
と
で
、
た
く
さ
ん
の
言
葉
を
覚
え
る
こ

と
が
で
き
、
恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
英
語
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
言
葉
を
耳
で
聞
き
取
っ

て
覚
え
る
た
め
、
ア
ク
セ
ン
ト
な
ど
を
正

し
く
覚
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

英
語
教
育
は
、
学
校
・
先
生
に
よ
っ
て

指
導
方
法
が
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
私
は
、
各

学
校
の
先
生
と
し
っ
か
り
と
打
ち
合
わ
せ

を
行
っ
て
、
授
業
で
自
分
が
す
べ
き
こ
と

を
決
め
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
先
生
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、

そ
の
時
の
子
ど
も
た
ち
に
応
じ
た
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
ど
の
よ
う
に
指
導
し
た
ら

も
っ
と
英
語
力
が
身
に
付
く
か
考
え
、
学

び
、
え
び
の
の
英
語
教
育
を
よ
り
良
く
し

て
い
く
方
法
を
提
案
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

飯
野
中
学
校
で
は
、
物
事
を
プ
ラ
ス
に
受

け
止
め
ら
れ
る
よ
う
な
考
え
方
や
方
法
の

学
習
を
行
い
、
ど
の
よ
う
な
考
え
を
も
て
ば

プ
ラ
ス
に
生
き
て
い
け
る
か
を
各
学
級
で

考
え
て
い
ま
す
。
本
授
業
は
、
心
理
学
専
門

の
宮
崎
大
学
の
髙
橋
高
人
准
教
授
に
助
言

を
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

　

い
の
ち
を
大
切
に
す
る
授
業
は
、
困
っ

た
時
や
悩
ん
だ
時
の
対
処
方
法
を
知
る
と

と
も
に
、
悩
ん
で
ど
う
し
た
ら
い
い
か
わ

か
ら
な
い
と
い
う
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る
こ

と
の
未
然
防
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

い
の
ち
を
大
事
に
す
る
こ
と
は
自
分
を

大
事
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
自
分
を
大
事

に
す
る
こ
と
は
周
り
の
人
を
大
事
に
す
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
困
っ
て
い
る
人

に
、
す
ぐ
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
が
で
き

る
生
徒
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
で

授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

就
学
前
の
段
階
か
ら
、「
英
語
活
動
」
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
各
小
・
中
学
校
、

幼
稚
園
・
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
に

A
L
T
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
で
は
、
低
学
年
で
英
語
活
動
を

取
り
入
れ
る
と
と
も
に
、
I
C
T
教
材

を
活
用
し
て
英
語
教
育
の
充
実
を
図
っ
て

い
ま
す
。
中
学
校
で
は
、
市
全
体
で
文
部

科
学
省
の
教
育
課
程
特
例
校
の
指
定
を
受

け
、
週
4
時
間
の
「
英
語
」
に
加
え
、
週

1
時
間
の
「
英
語
表
現
科
」
の
授
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
校
6
年
生
以
上
は
、
年
1

回
分
の
英
語
検
定
の
検
定
料
を
全
額
補
助

し
て
い
ま
す
。

ALT
モハマド・モサデカ・

ラーマン  さん
飯野中学校

四位 あさ子  教諭

学力向上研究委員会
東 篤志  座長

（真幸小学校教頭 ）

オ
ー
ル
え
び
の
市
で

子
ど
も
た
ち
の

学
び
を
豊
か
に

力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
る
教
育

永
山  

新
一 

教
育
長
に
聞
く

い
の
ち
を
大
切
に
す
る

教
育

え
び
の
学

一
貫
性
の
あ
る

英
語
教
育
の
充
実

　

一
人
一
人
が
輝
く
特
色
あ
る
学
校
の
創
造
の
た
め
に
、
市
が
行
っ
て
い
る
教
育
を
紹
介
し
ま
す
。
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校
区
ご
と
に
小
・
中
学
校
が
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

飯野
地区

上江
地区

米作り体験
（小学校・高等学校）

ピア・サポート活動
（小学校）

飯野版 ひなた場
（中学校）

読書活動
（小学校・中学校）

　飯野小学校5年生が、飯野高校生と一緒に
米作りを体験します。JA えびの市青年部 ・ 女
性部指導のもと行います。
　この体験は、家庭科などともリンクして実
施しています。収穫した米は、家庭科の授業
でおいしく炊いて食べました。

　「ピア ・ サポート」とは、
仲間によるサポート活動
のことを言います。悩みや心配事ができた時
に、身近な相談役としてピア ・ サポーターが
行う活動をピア ・ サポート活動と言います。
　ピア ・ サポート月間を設け、年に2回の授業
を行いました。授業を実施してから、児童た
ちの友達を思いやる様子が見られるようにな
りました。

　「ひなた場」は、宮崎県が開発した生徒と先
輩 （保護者や先生以外の地域の大人 ）がお互
いに人生を語り合うプログラムのことを言い
ます。
　令和3年度から宮崎県内で初めて、大人の
代わりに高校生と語り合う活動を始めました。
地域の先輩との関係構築や自分自身の将来
を考えていくきっかけの場となっています。

　職員や読書ボラ
ンティア、中学生に
よる児童への読み
聞かせを、年間を
通して行っています。また、「家庭読書月間」を
設定して、各家庭で保護者が読み聞かせをし
たり、同じ部屋でそれぞれが読書したりする
などの取り組みも行っています。
　また、図書館を装飾したり、テーマに基づ
いたコーナーを設置したりするなど、児童生
徒が読書に関心を持てるような取り組みを行っ
ています。

地域の先輩と語り合うことで、気軽に相談できるような関係
を構築します

図書館に
コーナーなどを設置

中学生が小学生に
読み聞かせを実施

稲刈りや脱穀を体験

描いた絵をもとに
お互いを認め合う活動

田植えを行いました

ピア・サポートに
関する研究授業を実施

加久藤
地区

真幸
地区

地産地消についての学習
（小学校）

ハワイとの交流
（真幸小学校）

小・中合同あいさつ運動
（小学校・中学校）

　毎月の「ひむか地産地消の日献立」に合わせて、地産地消
について学んでいます。
　宮崎県産のマダイが使用された日は、校内放送で地産地
消やマダイの説明を聞いたり、実物大のマダイの写真を見た
りしながら地産地消の食材について学びました。
　今後も、給食を通して宮崎の食材の紹介を行っていきます。

　ハワイのラナキラ小学校と交流
活動を行っています。運動会の動
画をラナキラ小学校の児童に見てもらい、感想の動画
をもらいました。また、もっと真幸小学校のことが知り
たいとのメッセージを受け、真幸小学校の1日の様子の
動画を送るなど、交流活動を行っています。

　毎月第3水曜日に小 ・ 中合同あいさつ運動を
実施しています。委員会ごとに数カ所に分かれ
てあいさつ運動に取り組んでいます。
　中学校で行っている 「立ち止まって  相手の目
を見て  大きな声で」 のあいさつが実践できる
ようになることを目標に実施しています。

　令和4年度からSWPBS （学校全体で取り組むポジティ
ブな行動支援） の視点を教育活動に取り入れています。
　「3つの大切 （① 相手に伝わるように話そう ②自分
で気付いて行動しよう ③きまりを守ろう）」 について、
学校での生活場面ごとに行動目標を設定し、児童と共
有して動機付けを図りました。

　真幸中学校区内の小 ・ 中学校では、研修や研究
授業を実施して、一貫教育の推進を図っています。コ
ロナの影響で、合同研修会や研究授業をオンライン
で実施するなど、形を変えながらも一貫教育推進の
ための活動を続けています。

小・中学生が
一緒に行います

オンラインで交流活動を
行っています

委員会ごとに
分かれて実施

ラナキラ小学校の児童

ひむか地産地消の日献立に合わせて地産地消を学びます

児童による校庭の掃除ボランティア

オンラインでも実施しました

活動を振り返る子ども総会

研究授業の様子

SWPBS（スクールワイド PBS）
（岡元小学校）

小中一貫教育・人権研修
（小学校・中学校）

各
地
区
学
校
の
取
り
組
み

市
学
校
教
育
課 

教
育
係

☎
35-

3
7
2
1
（
課
直
通
）

お
問
い
合
わ
せ

特集　一人一人が輝く教育を目指して
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S
N
S

S
N
S
相
談
相
談

電
話
相
談

電
話
相
談

　

国
は
、
例
年
、
月
別
自
殺
者
数
の
最
も

多
い
3
月
を
「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」
と

定
め
、
自
殺
予
防
の
取
り
組
み
を
強
化
し

て
い
ま
す
。
3
月
か
ら
4
月
に
か
け
て
は
、

進
学
や
進
級
、
就
職
、
転
勤
等
に
よ
り
生

活
環
境
が
変
化
し
、
忙
し
く
な
り
や
す
い

時
期
で
す
。

　

ま
た
、
昨
今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
り
、
健
康
、
仕
事
、
育
児
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
で
は

な
か
っ
た
よ
う
な
悩
み
や
心
配
事
も
出
て
き

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の

な
い
え
び
の
市
」
を
目
指
し
て
、
悩
み
を

抱
え
た
人
の
S
O
S
に
い
ち
早
く
気
づ

き
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
、
大
切
な
人
の
か
け

が
え
の
な
い
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

日
本
で
は
、
1
年
に
約
2
万
人
が
自
ら

命
を
絶
っ
て
い
ま
す
。
え
び
の
市
で
も
、

年
間
約
10
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

が
2
週
間
以
上
続
い
て
い
ま
せ
ん
か
？
1

つ
で
も
当
て
は
ま
る
あ
な
た
、
も
し
か
し

た
ら
そ
れ
は
「
う
つ
病
」
の
サ
イ
ン
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
早
め
に
専
門
医
、
ま
た
は

専
門
機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

33 月は月は自殺対策強化月間自殺対策強化月間 ですです

こ
こ
ろ
、
元
気
で
す
か
？

こ
こ
ろ
、
元
気
で
す
か
？

　

う
つ
病
は
、
心
と
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

低
下
し
た
状
態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
日

本
で
は
、
15
人
に
1
人
が
生
涯
に
一
度
は

う
つ
病
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
、

身
近
な
病
気
で
す
。
う
つ
病
は
、
心
と
体

の
両
面
に
症
状
が
出
る
も
の
で
、
自
殺
者

の
50
～
70
％
に
う
つ
病
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

左
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
よ
う
な
こ
と

　

悩
ん
で
い
る
人
に
気
付
き
、
話
を
聞
き
、

必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
、
見
守
る
人
の
こ

と
を
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」
と
い
い
ま
す
。

　

本
気
で
自
殺
し
た
い
と
考
え
て
い
る
人

は
、「
死
ぬ
こ
と
し
か
な
い
」
と
視
野
が
狭

ま
っ
て
い
た
り
、「
孤
立
し
て
い
る
」
と

考
え
て
い
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

身
近
な
人
が
悩
ん
で
い
た
り
、
ス
ト
レ
ス

を
た
め
て
い
た
り
す
る
様
子
に
気
付
い
た

ら
、
話
を
聞
き
、
必
要
に
応
じ
て
相
談
窓

口
に
つ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
無
作
為
に
抽
出
し
た
20
歳
以

上
の
市
民
、
男
女
3
0
0
0
人
を
対
象

に
「
心
の
健
康
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
回
答
が
あ
っ
た

8
7
7
人
の
中
で
、「
自
殺
を
し
た
い
と

思
っ
た
こ
と
が
あ
る
」
と
答
え
た
人
が
約

2
割
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
自
殺
を

考
え
た
時
誰
に
も
相
談
し
な
か
っ
た
と
い

う
人
が
多
く
、
理
由
と
し
て
最
も
多
か
っ

た
の
が
、「
相
談
し
て
も
解
決
し
な
い
と

思
っ
た
」
で
61
・
3
%
で
し
た
。

　

全
国
や
宮
崎
県
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
を
相
談
で
き
る
窓
口
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
自
分
が
話
し
や
す
い
と
思
う
人
に

話
し
た
り
、
身
近
な
人
に
話
し
づ
ら
い
と

い
う
人
は
、
9
ペ
ー
ジ
の
相
談
窓
口
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
誰

か
に
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

え
び
の
市
の
自
殺
死
亡
率(

人
口
10
万

人
当
た
り
の
自
殺
者
数)

は
、
年
々
増
減

を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
宮
崎
県
と
比
べ
、
西
諸

地
域
も
含
め
高
い
水
準
が
続
い
て
い
ま

す
。

～
3
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す
～

知
っ
て
い
ま
す
か
？

「
う
つ
病
」
の
サ
イ
ン

一
人
で
悩
ま
な
い
で

誰
か
に
話
し
て
み
ま
せ
ん
か

こころとからだの
セルフチェックリスト

宮崎いのちの電話
☎ 0570-783-556
月曜・水曜・金曜・日曜　午後9時～午前4時
火曜・木曜・土曜　午後 6時 ～午前4時

NPO 法人 
自殺対策支援センターライフリンク 

「生きづらびっと」
土曜　午前11時 ～午後 4 時30分（受付：午後 4 時まで）
火曜・木曜・日曜
午後5時～午後10時30分（受付：午後10 時まで）
月曜・水曜・金曜　上記時間どちらでも対応可

掲載されている以外にも相談窓口はあります。市健康保険課にご連絡ください。

こころの健康相談統一
ダイヤル （地方自治体の窓口）

☎ 0570-064-556

宮崎自殺防止センター
☎ 0985-77-9090
月曜・水曜・金曜・日曜
午後8 時～午後11時

NPO 法人
あなたのいばしょ
24時間
365日対応

＃いのちSOS
☎ 0120-061-338
月曜・木曜・金曜　24時間対応
火曜～水曜、土曜～日曜　午前6時～午前0時

み
ん
な
が
誰
か
の

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

え
び
の
市
の
現
状

出典：厚生労働省「人口動態統計」

出典：令和 4 年度 えびの市「心の健康に関するアンケート調査」( 令和 4 年 7 月 )

あるある

2222%%
ないない

7575%%

無回答無回答 33%%

自殺死亡率の比較 （人口10万人当たり）

相談しなかった理由

自殺をしたいと
思ったことがある

 チャット
https://talkme.jp/

 チャット
https://yorisoi-chat.jp/

 LINE ID
＠ yorisoi-chat

市
健
康
保
険
課 

市
民
健
康
係

☎
35-

1
1
1
6
（
直
通
）

お
問
い
合
わ
せ

相談窓口 Q

Q

□ 疲れているのに眠れない

□ 何に対しても興味や喜びを持てない

□ 何をするにもやる気が起こらない

□ ずっと疲れたような感じがする

□ 集中力・注意力がなくなった

□ 食欲がなく体重が減っている



　

2
月
7
日
、Ｊ
Ａ
え
び
の
市
本
店
で
、

令
和
4
年
度
え
び
の
市
農
業
振
興
大
会

が
行
わ
れ
、
市
内
の
農
業
関
係
者
ら
約

１
３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
農
業
関
係
者
の
意
識
や
行

動
意
欲
の
醸
成
・
向
上
を
図
る
た
め
に

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
あ
り
、

3
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
大
会
で
は
、
え
び
の
市
農
林
水
産

業
功
労
者
表
彰
式
や
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
長
年
に
わ
た
る
え
び

の
産
キ
ン
カ
ン
の
増
収
へ
の
取
り
組
み

や
え
び
の
産
キ
ン
カ
ン
の
木
箱
で
の
販

売
形
態
の
礎
を
築
く
な
ど
の
功
績
が
高

く
評
価
さ
れ
た
古
川
利
男
さ
ん（
末
永
）

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
の
後
、
株
式
会
社
農
テ
ラ
ス

代
表
取
締
役
山
下
弘
幸
さ
ん
と
地
方
考

夢
員
Ⓡ
研
究
所
所
長
澤
畑
佳
夫
さ
ん
に

よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

農
　
業

問 令
和
4
年
度

え
び
の
市
農
業
振
興
大
会

市
畜
産
農
政
課 

農
政
企
画
係
　
☎
35
‐
3
7
4
4（
課
直
通
）

更新された消防車両

　
税

問

軽
自
動
車
の
廃
車
・
変
更
手
続
き
は
3
月
31
日
ま
で
に

市
税
務
課 

市
民
税
係
　
☎
35
‐
3
7
3
4
（
直
通
）

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1

日
現
在
で
、
宮
崎
運
輸
支
局
に

登
録
さ
れ
て
い
る
軽
自
動
車
や

１
２
６
㏄
以
上
の
バ
イ
ク
の
所
有

者
、
市
町
村
で
登
録
さ
れ
て
い
る

バ
イ
ク
（
１
２
５
㏄
以
下
）
や
小

型
特
殊
自
動
車
の
所
有
者
に
課
税

さ
れ
ま
す
。

　

4
月
1
日
に
所
有
者（
使
用
者
）

で
あ
れ
ば
、
4
月
2
日
以
降
に
売

却
し
た
り
、廃
車
し
た
り
し
て
も
、

そ
の
年
度
分
は
納
税
義
務
者
と
な

り
ま
す
。
逆
に
4
月
2
日
以
降
に

軽
自
動
車
等
を
取
得
し
て
も
、
そ

の
年
度
は
納
税
義
務
者
に
は
な
り

ま
せ
ん
。

　

所
有
者（
使
用
者
）で
あ
る
か
ど

う
か
は
、
4
月
1
日
現
在
の
運
輸

支
局
や
え
び
の
市
で
の
登
録
状
況

に
よ
り
判
断
し
ま
す
。

【
軽
自
動
車
等
を
下
取
り
に
出
し

た
り
、
他
人
に
譲
渡
し
た
り
し
た

場
合
は
名
義
変
更
の
手
続
き
を
】

　

車
検
切
れ
で
乗
ら
な
く
な
っ
た

り
、
事
故
等
に
よ
り
使
用
不
能
に

な
っ
た
り
し
た
場
合
は
、
登
録
抹

消（
廃
車
）の
手
続
き
を
3
月
31
日

ま
で
に
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

盗
難
に
あ
っ
た
場
合
は
、
警
察

の
届
け
出
と
は
別
に
市
税
務
課
に

も
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
登
録
が

そ
の
ま
ま
で
あ
る
と
、
実
際
に
使

用
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
軽
自
動

車
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

住
所
が
変
わ
っ
た
人
も
、
車
検

証
等
に
登
録
さ
れ
て
い
る
住
所
の

変
更
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
名
義
変
更
や
登
録
抹
消（
廃

車
）、
住
所
変
更
の
手
続
き
を
自

動
車
販
売
店
な
ど
の
第
三
者
に
依

頼
し
た
場
合
は
、
必
ず
手
続
き
が

完
了
し
た
か
ど
う
か
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　

近
年
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
の
軽

自
動
車
売
買
取
引
等
で
、
依
頼

し
た
つ
も
り
で
も
、
依
頼
先（
代

行
先
）が
手
続
き
を
行
っ
て
い
な

か
っ
た
り
遅
れ
た
り
し
て
、
手
続

き
が
4
月
1
日
に
間
に
合
わ
ず
課

税
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

廃
車
手
続
き
が
完
了
し
て
い
る

か
、必
ず
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
農
耕
作
業
用
車
両
も
標
識
交
付

の
申
請
が
必
要
で
す
】

　

え
び
の
市
税
条
例
第
91
条（
原

動
機
付
自
転
車
及
び
小
型
特
殊

自
動
車
の
標
識
の
交
付
等
）に
よ

り
、「
新
た
に
原
動
機
付
自
転
車

又
は
小
型
特
殊
自
動
車
に
係
る
軽

自
動
車
等
の
所
有
者
等
と
な
っ
た

者
は
、
市
長
に
対
し
、
標
識
交
付

申
請
書
を
提
出
し
、
か
つ
、
車
体

に
取
り
付
け
る
べ
き
標
識
の
交
付

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

小
型
特
殊
自
動
車
の
中
に
、
農

耕
作
業
用
車
両
も
該
当
し
ま
す
。

農
耕
作
業
用
車
両
の
中
に
は
、
標

識
を
取
り
付
け
る
箇
所
の
な
い
車

両
も
あ
り
ま
す
が
、
え
び
の
市
条

例
の
規
定
に
よ
り
、
購
入
し
た
際

は
、
市
道
の
走
行
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
、
標
識
交
付
の
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

標
識
交
付
の
申
請
の
手
続
き
に

つ
い
て
は
、
車
台
番
号
が
わ
か
る

も
の
（
販
売
証
明
書
な
ど
）
を
登

録
時
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
譲

り
受
け
で
新
規
登
録
す
る
人
は
、

譲
り
渡
し
の
人
の
譲
渡
証
明
欄
の

記
入
が
必
要
で
す
。

◎軽自動車税に関する手続き場所

※軽自動車や二輪の小型自動車の手続きは、お近くの自動車整備工場や販売店などにご相談
ください。

軽自動車の種類 手続き場所 必要なもの

原動機付自転車（125cc以下の原
付バイク）
小型特殊自動車（農耕用トラク
ターなど）

市税務課市民税係
☎ 35-3734
飯野出張所 ☎ 33-1111
真幸出張所 ☎ 37-1111

ナンバープレート
※名義変更の場合は、前の所有者の譲
渡証明欄の記入が必要です。名義変更
だけの場合は、ナンバープレートはい
りません。

軽自動車四輪乗用（軽乗用車等）
軽自動車四輪貨物（軽トラック・
軽バン等）
軽自動車三輪

軽自動車検査協会宮崎事
務所
宮崎市大字本郷北方
2729-4
☎050-3816-1760

詳しくは、軽自動車検査協会宮崎事務
所へお問い合わせください。

二輪の小型自動車（250ccを超え
るもの）
軽自動車二輪（250cc以下）

宮崎運輸支局
宮崎市大字本郷北方
2735-3
☎050-5540-2088

詳しくは、宮崎運輸支局へお問い合わ
せください。

防
　
災

問 市
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に

消
防
車
両
を
更
新

市
基
地
・
防
災
対
策
課 

基
地
・
防
災
対
策
係

☎
35
‐
1
1
1
9
（
直
通
）

　

え
び
の
市
消
防
団
第
3
分
団
第
5
部

（
上
島
内
）の
消
防
車
両
が
更
新
さ
れ
、

1
月
25
日
に
市
役
所
で
引
渡
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

更
新
さ
れ
た
消
防
車
両
は
小
型
動
力

ポ
ン
プ
付
積
載
車
で
す
。
導
入
費
用
の

約
４
分
の
１
を
県
の
地
域
消
防
防
災

活
動
支
援
事
業
費
補
助
金
を
活
用
し

て
更
新
さ
れ
ま
し
た
。
導
入
費
用
は

７
６
７
万
８
０
０
０
円
で
す
。

　

市
で
は
、
消
防
団
の
消
防
車
両
を
順

次
更
新
し
て
い
ま
す
。

　

引
渡
式
で
、
え
び
の
市
消
防
団
の
川

野
俊
二
団
長
は
、「
装
備
が
新
し
く
な

り
、感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、

さ
ら
に
団
結
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
た

め
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

第
3
分
団
第
5
部
の
田
畑
知
彦
部
長

は
、「
団
員
も
少
な
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
が
、
少
な
い
人
数
の
中
で
協
力
し

て
、
よ
り
一
層
地
域
の
皆
さ
ん
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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農林水産業功労者表彰を受賞した古川さん（写真中央）

講演を行う澤畑さん
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1年間の活動の成果を発表

1

20

　小林市文化会館で「飯野高校グローカル学習
成果発表会」が行われました。これは、飯野高
校生が地域の中で 1 年間活動を行い、地域課
題を探究してきた成果を発表するものです。同
会では、地域貢献、地域探究、地域支援活動の
研究成果について発表が行われました。
　同会実行委員長の井上大さんは、「コロナで
厳しい中、地域との関わりを絶やさず続けてき
た集大成の発表です」と話していました。

飯野高校グローカル学習成果発表会 餅勧進

無病息災・家内安全を祈願

1

14

　市内で餅勧進が行われました。餅勧進は、厄
年にあたる男女が行う厄払いの行事で、無病息
災・家内安全を祈願する愉快な伝統奇祭です。
　厄年の男女は、仮装をし、音楽に合わせて友
人や知人の家を周り、家の中で踊りながら厄を
払います。
　餅勧進を行った村田隆志さんは、「地元の協
力者や消防団員に協力していただき盛大な厄払
いができました」と話していました。

農業界に大きく貢献

1

27

　株式会社西郷営農が「第 65 回宮日農業技術
賞」を受賞したことを市長に報告しました。こ
れは、宮崎日日新聞社が技術の改善や経営の合
理化の推進などで、県の農業界に大きく貢献し
た個人および法人団体を表彰するものです。
　同社代表取締役の種子田幸三郎さんは、「こ
の受賞で注目されると思うので、これを糧にさ
らなる面積拡大、品質向上に取り組みたいです」
と話していました。

「第65回宮日農業技術賞」受賞報告

京町二日市

3年ぶりの開催

2

4・5

　京町温泉駅周辺で「京町二日市」が行われま
した。今年は 3 年ぶりの開催となりました。京
町温泉駅から約 2km が歩行者天国となり、特
産品などの露店が並びました。会場には、2 日
間で約 10 万人が訪れました。
　バナナのたたき売りやジャグリングなどのパ
フォーマンス、陸上自衛隊音楽部による演奏な
どもあり、来場者はイベントを楽しんでいまし
た。

功労者表彰を受賞

1

18

　えびの市社会福祉協議会の瀨戸崎惠子会長
が、令和 4 年度全国社会福祉協議会大会の社
会福祉協議会・民間社会福祉団体功労者表彰に
選ばれ、市役所で伝達式が行われました。
　これは、社会福祉協議会等の役職員で、その
功績が顕著な人に贈られるものです。
　瀨戸崎会長は、「私だけではなく、役職員が
現場に出て盛り上げてくれた成果が評価された
と感じています」と話していました。

全国社会福祉協議会表彰伝達式 新春地域・交通安全のつどい

安全・安心なえびの市を目指す

1

13

　飯野地区コミュニティセンターで「新春地域・
交通安全のつどい」が行われました。つどいに
は、市内の 18 団体 56 人が参加し、長年地域
の防犯や交通安全に寄与した人への感謝状など
が贈られました。また、市内の事件・事故の現
状について、えびの警察署長から報告がありま
した。
　つどいの最後には、一つでも犯罪と交通事故
を減らそうとがんばろう三唱が行われました。

子どもたちから感謝の声

1

30

　真幸小学校で、寄付金に対する感謝状の贈呈
が行われました。これは、真幸小・中学校卒業
生の若松勇吉さんが、子どもたちのために役立
てて欲しいと 10 万円の寄付をされたことに対
して感謝の意を込めて贈られたものです。寄付
金は、石油ストーブの購入に活用しました。
　若松さんは、「子どもたちのためにと思い、
寄付をしましたが、喜んでいただけて良かった
です」と話していました。

真幸小学校への
寄付金に対する感謝状贈呈

令和4年度小中学生英語暗唱大会

英語の暗唱力・表現力を競う

2

4

　市国際交流センターで「令和 4 年度小中学
生英語暗唱大会」が行われました。これは、英
語に触れることで、喜びと親しみを感じてもら
うことを目的に、市国際交流センターが行って
いるものです。大会には、市内の小学生 11 人、
中学生 8 人が出場しました。

【小学生の部】最優秀賞：濱田小春さん（飯野
小 6 年）【中学生の部】最優秀賞：永田梨緒菜
さん（真幸中 2 年）



市 民 の お す す め の 一 冊

失はれる物語
乙一 著

（KADOKAWA）

黒仁田翔さんのおすすめ

■おすすめコメント

交通事故で右腕以外の全
ての触覚を失った主人公。
ピアニストである主人公の
妻がその腕を鍵盤に見立
てて、日々の思いを演奏で
伝えながら物語が進みます。

twitter 始めました！
えびの市民図書館 （@EbinoCityLib）
https://twitter.com/EbinoCityLib
※右の QR コードからも見る事ができます。

えびの市民図書館
☎35-0242　https://ebino-city-lib.jp/
開館時間 火曜～土曜／午前9時～午後7時
 日曜 ・ 祝日／午前9時～午後5時
休 館 日 毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）

【お問い合わせ】 竹下妙子さん ☎37-3056短歌 松山良文さん ☎33-4904俳句 ポエム同好会（田中虎夫） ☎33-2959詩

ブックランド号 運行スケジュール
運行場所（ルート） 運行日（3月） 時　間

岡元小学校→市立病院→さくら苑 8日（水）、
22日（水） 13：15～15：15

上江小中学校→ Aコープかくとう店
→プラッセだいわ→真幸出張所

9日（木）、
23日（木） 13：15～16：30

飯野地区コミュニティセンター 10日（金）、
24日（金） 14：50～15：15

真幸地区体育館 1日（水）、15日
（水）、29日（水） 15：25～15：50

飯野出張所→ Aコープいいの店→
自衛隊官舎

3日（金）、17日
（金）、31日（金） 14：50～16：30

■
短
歌

■
詩

■
俳
句

白
マ
ス
ク
み
ん
な
デ
ザ
イ
ン
違
ひ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
堀
ふ
じ
子

　
三
年
前
マ
ス
ク
と
い
え
ば
学
校
給
食
で
使
う
あ
の
形
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
と
の
た
た
か
い
の
中
病
院
の
待
合
室
で
で
き
た
句
で
す
。コ
ロ
ナ
の
変
異
に
振

り
回
さ
れ
な
が
ら
も
人
間
は
し
た
た
か
に
変
化
し
な
が
ら
こ
の
災
い
を
乗
り
越
え
て
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
自
註
）

節
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
地
知
恵
子

■文化の杜の春まつり
文化の杜の春まつりで、皆さんからの寄贈本や図書館の古
くなった本を無料配布する「ブックリサイクル」を行います。
●開催日＝3月4日（土）・5日（日）
●時間＝午前10時～午後4時
●場所＝市民図書館通路・エントランス

リレー形式で、市民の皆さんにおすすめの一冊を
紹介してもらいます。

二
月　

節
分
が
や
っ
て
き
た

節
分
と
言
え
ば
「
鬼
」

桃
太
郎
の
鬼
は　

悪
い
乱
暴
な
鬼

桃
太
郎
に
成
敗
さ
れ
て　

降
参

で
も
優
し
い
鬼
の
物
語
も
あ
る

悲
し
く
て
切
な
い　

鬼
の
涙
の
願
い

今
年
の
節
分
も　

コ
ロ
ナ
を
追
い
払
い

世
界
平
和
を
願
う

愛
犬
の
「
ミ
ミ
」
は
十
二
月
息
絶
え
し

十
八
年
は
切
な
く
愛い
と

し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
ハ
ヤ
子

　
昨
年
よ
り
猛
暑
、
極
寒
と
地
球
の
大
異
変
が
起
き
て
い
る
。作
者
は
十
八
年
も
家
族

同
様
に
朝
夕
方
と
病
に
な
っ
て
よ
り
、
添
寝
し
、
最
後
に
「
ミ
ミ
」
と
呼
ぶ
と
少
し
目
を

あ
け
そ
れ
が
最
後
だ
っ
た
と
言
わ
れ
た
。人
間
も
動
物
も
愛
は
同
じ
。ど
う
し
て
人
間

社
会
だ
け
が
索
莫
と
し
て
い
る
の
か
！
今
一
度
思
い
寄
す
こ
と
を
心
か
ら
考
へ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
評
：
竹
下
妙
子
） 

■移動図書館
市内を「ブックランド号」が定期的に巡回しています。
運行スケジュールは、左下の表をご覧ください。

　
「
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
話
す
の
は
、
令
和
4
年
10
月
に
行
わ
れ
た

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
で
内
閣
総
理
大
臣
賞

を
受
賞
し
た
神
田
譲
市
さ
ん
で
す
。

　

神
田
さ
ん
は
、
約
40
年
前
か
ら
肥
育
農
家

を
し
て
い
ま
す
。「
農
業
高
校
を
出
た
後
、

長
野
県
の
肥
育
農
家
に
2
年
間
の
研
修
に
行

き
ま
し
た
。
そ
の
後
地
元
に
戻
っ
て
き
て
、

ゼ
ロ
か
ら
肥
育
農
家
を
始
め
ま
し
た
」

　

牛
が
気
持
ち
よ
く
過
ご
せ
る
こ
と
が
一
番

と
話
す
神
田
さ
ん
。「
牛
が
気
持
ち
よ
く
寝

転
が
れ
る
よ
う
に
、
床
は
き
れ
い
に
保
つ
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
決
ま
っ
た
時
間

に
餌
を
や
る
こ
と
で
、
牛
た
ち
の
生
活
リ
ズ

ム
を
整
え
て
い
ま
す
。
1
日
2
回
に
分
け
て

餌
を
与
え
て
い
ま
す
が
、
そ
う
す
る
こ
と
で

し
っ
か
り
消
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
食
べ

て
い
る
量
で
体
調
の
変
化
に
気
付
く
こ
と
も

で
き
ま
す
。
こ
の
牛
に
合
わ
せ
た
生
活
が
、

長
年
試
行
錯
誤
し
て
き
た
結
果
で
す
」

　

神
田
さ
ん
は
前
回
の
全
国
和
牛
能
力
共
進

会
宮
城
大
会
が
初
め
て
の
出
場
で
し
た
。「
全

共
の
こ
と
は
肥
育
農
家
を
始
め
た
時
に
知
り

ま
し
た
。
日
本
一
を
取
る
こ
と
を
目
標
に
こ

れ
ま
で
挑
戦
し
続
け
て
き
て
、
宮
城
で
初
め

て
出
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
去
年
の
鹿
児

島
大
会
で
は
目
標
だ
っ
た
内
閣
総
理
大
臣
賞

を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、
や
り
遂
げ
た
と

い
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」

　

鹿
児
島
大
会
で
全
共
へ
の
挑
戦
は
最
後
と

話
す
神
田
さ
ん
。「
目
標
を
達
成
し
た
の
で
、

区
切
り
を
つ
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
長
男
に
引
き
継
い
で
、
妻
と
ゆ
っ
く
り

過
ご
し
た
い
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま

し
た
。

牛
が
気
持
ち
よ
く

生
活
で
き
る
こ
と
が
一
番

神田 譲市さん

■セルフ貸出機
市民図書館のセルフ貸出機を利用すると、自分で借りたい
本のバーコードを読み取り、簡単、便利に貸し出しの手続
きができます。ぜひ、ご利用ください。
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痔じ
か
く核
（
い
ぼ
痔
）
と
は

　

肛
門
に
は
、
便
を
通
過
さ
せ
る
一

方
、
外
か
ら
小
動
物
や
微
生
物
を
入

り
込
ま
せ
な
い
た
め
の
「
関
所
」
の

役
割
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
血

管
で
膨
ら
ん
だ
高
性
能
バ
ル
ブ
が
あ

り
ま
す
。

　

痔
核
（
い
ぼ
痔
）
は
、
こ
の
肛
門

の
バ
ル
ブ
を
形
作
っ
て
い
る
血
管
の

病
気
で
す
。
決
し
て
、
肛
門
に
で
き

も
の
（
腫
瘍
）
が
生
え
て
く
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。人
間
が
起
立
足

歩
行
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、

肛
門
が
心
臓
よ
り
50
㎝
も
下
に
な
っ

や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

痔
核
は
、
高
尚
な
生
活
を
す
る
よ

う
に
な
っ
た
が
故
の
病
気
な
の
で
す

が
、
不
当
な
扱
い
を
受
け
、
常
に
冷

笑
さ
れ
ま
す
。自
分
が
痔
核
で
あ
る

と
話
を
で
き
な
い
こ
と
が
、
こ
の
病

気
に
な
っ
た
人
を
不
安
に
陥
れ
ま
す
。

　

痔
核
に
な
っ
た
人
は
、
恥
ず
か
し

が
ら
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

市
立
病
院 

地
域
医
療
連
携
室

☎
27
‐
4
5
1
2

文
：
市
立
病
院 

外
科 

森
藤
秀
美
医
師

て
し
ま
い
、
四
本
足
の
時
よ
り
も
肛

門
の
静
脈
に
圧
が
余
計
に
か
か
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
静

脈
が
腫
れ
や
す
く
、中
に
血
の
塊（
血

栓
）
が
で
き
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
文
化
的
な
生
活
を
始
め
た

こ
と
で
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
排
便

が
で
き
な
い
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
便
秘
や
硬
便
を
起
こ
す

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。追
い
打
ち
を

か
け
る
よ
う
に
、
新
聞
紙
や
パ
ン
ツ

な
ど
で
常
に
こ
す
ら
れ
る
状
態
に
な

っ
た
こ
と
で
、
痔
核
を
引
き
起
こ
し

い
き
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
市
内
の
中
学
校
1
年
生

を
対
象
に
、メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー

講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。情
報
化

社
会
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を

そ
の
ま
ま
受
け
取
る
の
で
は
な
く
、

読
み
解
く
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
を
目

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
他
人

と
自
分
を
比
較
せ
ず
、
性
別
に
か
か

わ
ら
ず
自
分
ら
し
く
生
き
、
い
ろ
い

ろ
な
人
と
協
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
感
じ
て
も
ら
う
機
会
と
し
て
い
ま

す
。

　
　
　

文
：
市
総
務
課 

人
権
啓
発
室

　

メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
と
は
、

メ
デ
ィ
ア
か
ら
発
信
さ
れ
る
情
報
を

う
の
み
に
せ
ず
、
そ
の
真
偽
を
読
み

解
い
て
必
要
な
情
報
を
活
用
し
、
使

い
こ
な
す
能
力
の
こ
と
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
不
正
確
な
情
報
が
飛
び
交
っ

て
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
情
報
に
惑

わ
さ
れ
な
い
た
め
に
も
、
一
人
一
人

が
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に

付
け
て
、
情
報
を
う
の
み
に
せ
ず
、

そ
の
真
偽
を
見
抜
く
ス
キ
ル
を
付
け

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

メ
デ
ィ
ア
の
中
で
は
、「
男
は
仕

事
」・「
女
は
家
事
」
と
い
っ
た
固
定

的
な
役
割
分
担
に
縛
ら
れ
た
表
現
が

ま
だ
数
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。そ

の
よ
う
な
偏
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
、
私

た
ち
の
意
識
に
刷
り
込
ま
れ
て
私
た

ち
の
価
値
観
に
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

メ
デ
ィ
ア
の
中
で
描
か
れ
る
男
性

像
、
女
性
像
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
分

ら
し
い
生
き
方
を
選
択
で
き
る
よ
う
、

メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
付

け
て
、
情
報
と
上
手
に
付
き
合
っ
て

メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
と
男
女
共
同
参
画

在
宅
高
齢
者
等
介
護
手
当
を
ご
存
じ
で
す
か

■110だより

■119だより

えびの警察署

えびの消防署

☎33-0110

☎33-6119

緊張感を保った運転を

インフルエンザ対策をしましょう

1月の交通事故
発生状況

人　身 3件
物　件 28件

本年累計 3件
本年累計 28件

1月の活動状況
［えびの消防署管内］

火　災 2件
救　急 102件

本年累計 2件
本年累計 102件

　

在
宅
高
齢
者
等
介
護
手
当
は
、
65

歳
以
上
の
高
齢
者
、
認
知
症
高
齢
者

の
食
事
・
排
せ
つ
・
入
浴
な
ど
、
日
常

生
活
全
般
の
介
護
を
在
宅
で
し
て

い
る
人
に
対
し
支
給
す
る
も
の
で

す
。
月
額
8
3
0
0
円
で
、
年
に
2

回
、
4
月
と
10
月
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
介
護
認
定
4
以
上
を

受
け
た
日
か
ら
6
カ
月
以
上
経
過
し

て
い
る
人
、
ま
た
は
介
護
認
定
3
以

上
で
、
認
知
症
高
齢
者
日
常
生
活
自

立
度
Ⅲ
以
上
の
認
定
を
受
け
た
日
か

ら
6
カ
月
以
上
経
過
し
て
い
る
人
を

介
護
し
て
い
る
人
で
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
寝
た
き
り
高
齢
者

お
よ
び
介
護
者
が
え
び
の
市
に
6
カ

月
以
上
住
所
を
有
す
る
こ
と
な
ど
の

条
件
が
あ
り
ま
す
が
、
条
件
を
満
た

し
て
い
れ
ば
65
歳
に
到
達
し
た
月
か

ら
申
請
で
き
ま
す
。

　

該
当
す
る
人
は
、
担
当
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
や
担
当
地
区
の
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◯
南
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
ほ
う
よ
う
内
）

☎
25
‐
3
3
1
1

◯
東
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
さ
く
ら
苑
内
）

☎
33
‐
2
3
7
7

◯
中
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
え
び
の
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

☎
35
‐
2
8
0
0

◯
西
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
え
び
の
涼
風
園
内
）

☎
37
‐
3
0
8
5

◯
市
介
護
保
険
課 

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

☎
35
‐
1
1
1
2
（
課
直
通
）

文
：
南
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　 インフル エン ザ の 感 染 者 数 は、新 型コロナウ
イルス 感 染 症 の 流 行 以 降 減 少していました が、
令 和 4 年 1 1 月ごろから増 加 傾 向 にあります。
　 インフル エン ザ は、発 熱 ・頭 痛 ・関 節 痛 ・筋
肉 痛 の 全 身 症 状 が 突 如 現 れ ま す。特 に、子ども
や 基 礎 疾 患 の あ る 高 齢 者 は、重 症 化 する 可 能
性 が 高 いと言 わ れ て い ま す。し かし、予 防 接 種
を することで、発 症しても重 症 化 する 割 合 を 減
らすことができます。
　 早 め のワクチン 接 種、手 洗 い ・うが い の 徹 底
など、インフル エン ザ 感 染 対 策 を 行 い、予 防 に
努 めましょう。

　 例 年、春 先 に か けて初 心 者ドライバ ー が 増え
ます。
　 初 め は 緊 張しな がら運 転しています が、慣 れ
てくると緊 張 感をかき、悲 惨な交 通 事 故を起こす
ケースが 少 なくありません。
　ベテランドライバーも含 め、初 心を忘 れず、緊
張 感を保った 運 転を心 掛 け、交 通 事 故を防ぎま
しょう。

市立病院
C i t y  h o s p i t a l

男女共同参画
G e n d e r  E q u a l i t y

あんしんねっと
A r e a  c o m p r e h e n s i v e  s u p p o r t
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川内川改修90周年イベント「川内川
サミット」を開催します

　川内川河川事務所と川内川流域連携ネットワークでは、
川内川改修90周年イベント「川内川サミット」を開催し
ます。
　氾濫被害を軽減するために国が川内川の改修に着手し
てから90年が経過しました。今回のサミットでは、治水
のみならず利水や環境整備も進み、安全・安心で魅力の
ある河川として成長を続ける川内川の今、そして未来の
まちづくりについて考えます。

【開催日】3月11日（土）
【時間】午後1時15分～午後5時［受付］午後1時～
【場所】［本会場］薩摩川内市国際交流センター（薩摩川

内市天辰町2211-1）
［サテライト会場］市役所本庁 1-3・4会議室（別棟1階）

※サテライト会場では、本会場をライブ中継した映像を
見ることができます。

【内容】［第一部］基調講演「我が人生と川内川」
［第二部］パネルディスカッション「流域治水とまちづく

り」
【申込期限】3月10日（金）
【申込方法】川内川河川事務所ホームページ（ https://

www.qsr.mlit.go.jp/sendai/ ）からお申し込みください。
申・問国土交通省 九州地方整備局 川内川河川事務所 調
査課
☎0996-22-3359
問市建設課 管理係
☎35-3724（課直通）

中村恵子コンサートを開催します

　市国際交流センターでは、全国カラオケ大会グランプ
リの実績を持つ中村恵子さんによる歌と語りのコンサー
トを開催します。中村さんは、ピアノ講師に加え、日本
語講師なども行っています。
　コンサートでは、参加者と一緒に歌うプログラムもあ
ります。ぜひ、ご来場ください。

【開催日】3月16日（木）

【時間】午前10時～午前11時30分
【場所】市国際交流センター
【出演者】宮崎県ボランティア歌謡舞踊会歌手局 中村 恵

子氏（都城市在住）
【参加費】400円
【申込期限】3月10日（金）
【申込方法】住所、氏名、電話番号を市国際交流センター

にご連絡ください。
※新型コロナウイルス感染対策を十分にとって実施しま
す。参加者は、マスク着用と手指消毒の徹底をお願いし
ます。
申・問市国際交流センター
☎35-3211

海上保安官を募集します

■海上保安官（令和6年4月採用）
【受付期間】3月1日（水）～ 20日（月）
【試験日程等】［第1次試験］6月4日（日）
［第2次試験］7月11日（火）～ 19日（水）
［合格発表］8月15日（火）
【対象者】①平成5年4月2日以降生まれで、大学（短大除

く ※以下同じ）卒の者および令和6年3月までに大学卒
業見込みの者
②人事院が①に掲げる者と同等の資格があると認める者
■海上保安学校学生（特別）（令和5年10月入学）

【受付期間】3月1日（水）～ 8日（水）
【試験日程等】［第1次試験］5月14日（日）
［第2次試験］6月7日（水）～ 28日（水）
［合格発表］7月28日（金）
【対象者】①令和5年4月1日時点で高校または中等教育学

校を卒業した日の翌日から起算して13年を経過してい
ない者および令和5年9月までに高校または中等教育学
校卒業見込みの者
②人事院が①に掲げる者と同等の資格があると認める者
※ 申 込 方 法 等 の 詳 細 は、海 上 保 安 庁 ホ ー ム ペ ー ジ

（ https://www.kaiho.mlit.go.jp/ ）をご確認ください。
問第十管区海上保安本部 総務部 人事課
☎099-250-9800

最大

申し込み方法

マイナンバーカードの
新規取得で

5,000円分 7,500円分 7,500円分

◯マイナポイントアプリ
　をダウンロードして、
　手続きを行います。

◯全国の手続スポットで、無料で手続
　きを行うことができます。手続スポッ
　トは、マイナポイント事業ホームペー
　ジで検索することができます。

◯市役所本庁や飯野出張所、
　真幸出張所でも手続きを行う
　ことができます。◯専用サイトで手続き

　を行います。

スマートフォン パソコン マイナポイント手続スポット

健康保険証としての
利用申し込みで

公金受取口座の
登録で

ご注意ください

期限

20,000
マイナポイントがもらえます！

　マイナポイントは、選んだ決済サービス
のポイントとして付与されます。マイナポイ
ントを受け取るには、マイナンバーカード
を使ってマイナポイントの申し込みを行う
必要があります。

・マイナポイントは、「キャッシュレス決済サービス」で使えるポイントのことです。
  国や県、市町村から現金を直接給付するものではありません。

・マイナポイントは先着順ではありません。慌てずに申し込みを行ってください。

＜支援窓口＞
場所：市役所本庁、飯野出張所、真幸出張所
時間：午前8時30分～午後5時15分　

●マイナンバーカードの申請 ： 2月末まで ●マイナポイントの申込 ： 決定次第お知らせします

マイナポイント または検索※詳しい手続き方法については、
　マイナポイント事業のホームページをご確認ください。

※ マイナンバーカードを取得した人のうち、マイナポイント第1弾に申し込んでいない・第1弾に申し込んだが、最大5,000
　  円分までのポイント付与を受けていない人が対象

※マイナンバーカードに対応した
　カードリーダーが必要です。

円分の

1 2 3
2424HH

市企画課　政策係　
☎ 35-3712（直通）

お問い合わせ

マイナポイント
予約・申込サイト 検索

!

※

※土・日、祝日、年末年始は除く。

※申し込みは原則申請者本人が行うこととなっています。
　必ず申請者本人が来庁してください。
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たは郵送（3月10日まで必着）で提出してください。
※市様式の履歴書は市美化センターにあります。
申・問市美化センター
☎33-5782

市内観光施設等勤務
■観光施設美化作業員

【募集人員】1人
【業務内容】観光施設美化業務（草刈機・チェーンソー・

モア等を使用）
【資格要件】普通自動車運転免許（ MT車）
【報酬】6,744 ～ 7,187円（日額）※通勤・期末手当あり
【勤務時間】午前8時30分～午後4時30分（月曜～金曜 ※

祝日・年末年始を除く）
※場合によっては、土・日、祝日の勤務あり

【雇用期間】4月1日～令和6年3月31日
【保険等】社会保険、雇用保険あり
【申込期限】3月10日（金）
【選考方法】書類選考（市様式の履歴書）と面接

※面接日時は、後日申込者に連絡します。
【申込方法】市様式の履歴書を市観光商工課観光係に直

接、または郵送（3月10日まで必着）で提出してください。
※市様式の履歴書は、市観光商工課にあります。
申・問市観光商工課 観光係
☎35-1114（直通）

市文化センター勤務
■文化センター管理事務

【募集人員】1人
【業務内容】施設の利用に係る受け付け・手続き事務、施

設管理に係る事務
【適任要件】パソコン（ワード・エクセル）ができる人
【報酬】5,937 ～ 6,301円（日額）※通勤・期末手当あり
【勤務時間】午前9時～午後4時15分（月曜～金曜 ※祝日・

年末年始を除く）
※場合によっては、時間外勤務や土・日、祝日の勤務あり

【雇用期間】4月1日～令和6年3月31日
【保険等】社会保険、雇用保険あり
【申込期限】3月10日（金）
【選考方法】書類選考（市様式の履歴書）と面接

※面接日時は、後日申込者に連絡します。

会計年度任用職員募集

　市では、次の業務の会計年度任用職員を募集します。
畜産農政課勤務
■地域計画策定推進員

【募集人員】1人
【業務内容】地域ごとの話し合い活動の調整、地域計画策

定に関する推進およびパソコン入力など
【適任要件】
・パソコン（ワード・エクセル）ができる人
・農地に関する一定程度の知識がある人

【報酬】6,005 ～ 6,414円（日額）※通勤・期末手当あり
【勤務時間】午前9時～午後4時（月曜～金曜 ※祝日・年末

年始を除く）
【雇用期間】4月1日～令和6年3月31日
【保険等】社会保険、雇用保険あり
【申込期限】3月10日（金）
【選考方法】書類選考（市様式の履歴書）と面接

※面接日時は、後日申込者に連絡します。
【申込方法】市様式の履歴書を市畜産農政課担い手対策

係に直接、または郵送（3月10日まで必着）で提出してく
ださい。
※市様式の履歴書は、市畜産農政課にあります。
申・問市畜産農政課 担い手対策係
☎35-3744（課直通）

基地・防災対策課勤務
■一般事務

【募集人員】1人
【業務内容】自衛隊訓練時の連絡調整、自衛隊関係団体と

の連絡調整や会議開催等に関する業務、基地対策全般に
おける業務補助、災害発生時の対応支援業務

【適任要件】パソコン（ワード・エクセル）ができる人
【報酬】5,937 ～ 6,301円（日額）※通勤・期末手当あり
【勤務時間】午前9時～午後4時15分（月曜～金曜 ※祝日・

年末年始を除く）
※場合によっては、土・日、祝日の勤務あり
※災害対応時は夜間勤務あり

【雇用期間】4月1日～令和6年3月31日
【保険等】社会保険、雇用保険あり

【申込期限】3月10日（金）
【選考方法】書類選考（市様式の履歴書）と面接

※面接日時は、後日申込者に連絡します。
【申込方法】市様式の履歴書を市基地・防災対策課基地・

防災対策係に直接、または郵送（3月10日まで必着）で提
出してください。
※市様式の履歴書は、市基地・防災対策課にあります。
申・問市基地・防災対策課 基地・防災対策係
☎35-1119（直通）

美化センター勤務
■作業員

【業務内容】ごみ収集および機械整備、資源物搬出作業、
不法投棄の回収、監視パトロール、場内清掃（草刈機・
チェーンソー・モア等を使用）

【報酬】6,744 ～ 7,187円（日額）※通勤・期末手当あり
■運転手

【業務内容】ごみ収集および車両整備、資源物搬出作業、
不法投棄の回収、監視パトロール、場内清掃（草刈機・
チェーンソー・モア等を使用）

【資格要件】・中型以上の運転免許
・小型車両系建設機械の運転業務に係る特別教育受講修
了証

・フォークリフトの運転業務に係る特別教育講習修了証
【適任要件】玉掛け・小型移動式クレーン運転技能講習受

講修了証がある人は優遇します。
【報酬】7,754円～ 8,395円（日額）※通勤・期末手当あり

■共通事項
【募集人員】1人
【勤務時間】
［月曜～金曜］午前8時30分～午後5時15分 ※早番・遅番

のシフト制で7時間勤務
［土曜］午前8時30分～午後0時30分
［年末および日曜］午前8時30分～午後5時15分

※土・日勤務は交代制です。
【雇用期間】4月1日～令和6年3月31日
【保険等】社会保険、雇用保険あり
【申込期限】3月10日（金）
【選考方法】書類選考（市様式の履歴書）と面接

※面接日時は、後日申込者に連絡します。
【申込方法】市様式の履歴書を市美化センターに直接、ま

【申込方法】市様式の履歴書を市社会教育課文化係に直
接、または郵送（3月10日まで必着）で提出してください。
※市様式の履歴書は、市社会教育課にあります。
申・問市社会教育課 文化係（市文化センター内）
☎35-2268（課直通）

市歴史民俗資料館勤務
■出土品の整理等業務

【募集人員】4人
【業務内容】埋蔵文化財出土品の整理業務
【適任要件】
・文化財等に興味があり、精密な作業ができる人
・パソコン（ワード・エクセル）ができる人

【報酬】5,937 ～ 6,301円（日額）※通勤・期末手当あり
【勤務時間】午前9時～午後4時15分（月曜～金曜 ※祝日・

年末年始を除く）
※場合によっては、時間外勤務あり

【雇用期間】4月1日～令和6年3月31日
【保険等】社会保険、雇用保険あり
【申込期限】3月10日（金）
【選考方法】書類選考（市様式の履歴書）と面接

※面接日時は、後日申込者に連絡します。
【申込方法】市様式の履歴書を市社会教育課文化係に直

接、または郵送（3月10日まで必着）で提出してください。
※市様式の履歴書は、市社会教育課にあります。
申・問市社会教育課 文化係（市文化センター内）
☎35-2268（課直通）

成人式の記念品を配布します

　1月5日に実施した「令和5年えびの市成人式～ 20th 
Anniversary ～」を欠席した成人者に、当日成人者に贈呈
した記念品を配布します。

【受取期間】3月31日（金）まで
【受取場所】市社会教育課（市文化センター内）
【対象者】平成14年4月2日から平成15年4月1日生まれの

市内在住者または市内出身者で、成人式を欠席した人
問市社会教育課 社会教育係（市文化センター内）
☎35-2268（課直通）
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人　口　≫ Editor’s　≫

世帯数　≫

16,825人 （前月比 -55人）
男性／7,960人（-25人） 　女性／8,865人（-30人）
転入／25人  転出／38人  出生／6人  死亡／48人

7,913世帯 （前月比 -20世帯）

京 町二日市が3 年 ぶりに開 催されました 。朝から夕方ま
でたくさん の人で にぎわっていて、皆 さん 露 店 やイベ

ントを 楽しんで いました 。（ 米 原 ）

今 季 最 大 の 寒 波 が 訪 れ 、久し ぶりにえび の が 真っ白に
なった 気 がしま す。凍 結した 路 面 を 運 転 する の に は

肝を冷 やしました 。（ 中川 ）（令和5年2月1日現在）

問公益財団法人スポーツ安全協会
☎0570-087109（固定電話から）
☎03-5510-0033（携帯電話から）

九州脊梁山地シカ広域一斉捕獲が
行われます

　市を含む宮崎・鹿児島・熊本・大分・福岡県の5県および
各市町村合同で春期のシカ一斉捕獲を実施します。期間
等は以下のとおりです。
　期間中の入山等については十分ご注意ください。市民
の皆さんのご協力をお願いします。

【一斉捕獲期間】3月19日（日）～ 26日（日）
【一斉捕獲日】①3月19日（日）②3月26日（日）

問市農林整備課 林務係
☎35-3725（課直通）

■証明書等コンビニ交付サービスを
　ご利用ください

問市民環境課 市民・年金係　   ☎35-1117（直通）
問市税務課 収納対策室　　　☎35-3737（直通）

　マイナンバーカードを利用して、市が発行する証
明書（住民票の写し、印鑑登録証明書等）を全国の
コンビニエンスストア等のマルチコピー機で取得で
きます。

【利用日時】午前 6 時 30 分～午後 11 時
※年末年始を除く
※戸籍証明のみ平日午前 9 時～午後 5 時

【取得できる証明書】
住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍全部（一部）
事項証明書、戸籍の附票の写し、所得課税証明書、
非課税証明書、コロナワクチン接種証明書

今月の表紙　≫ 今月の納税　≫

固定資産税 第4期
国民健康保険税 第8期
後期高齢者医療保険料 第8期
介護保険料 第6期

2月28日（火）までに納めましょう。

3 年 ぶりに 開 催 さ れ た「 京 町
二日市」。会 場 は 多くの人で に
ぎ わ い、露 店 やバ ナ ナ の た た
き 売りな どの イベ ントを 楽し
んで いました 。

生涯学習講座
「パソコン講座」参加者募集
■第10回パソコン初級講座
　スイッチの入れ方、パソコンの終わり方、マウスの動
かし方、キーボード入力、ファイル操作、インターネッ
ト検索などを学習します。

【開催日】3月8日、15日、22日、29日（毎回水曜）
【対象】市内在住者

■第9回Excel教室
　Excelの概要・表の作成・数式・関数を学習します。

【開催日】3月9日、16日、23日、30日（毎回木曜）
【対象】市内在住者で、パソコンの基本操作ができる人

■第9回パソコン中級講座
　パソコンでハガキ文章、ラベル、ポスター、新聞の作
成などを学習します。

【対象】市内在住者で、パソコンの基本操作ができる人
【内容等】

内容 期日
ハガキ文章作成 3 月 10 日（金）

ラベル作成 3 月 17 日（金）
ポスター作成 3 月 24 日（金）

新聞作成 3 月 31 日（金）

■共通事項
【場所】市国際交流センター
【時間】午後1時～午後3時30分
【募集人員】各コース4人まで
【参加費】無料
【申込方法】市社会教育課パソコン講師（担当：橋口）に

電話でお申し込みください。
【申込期限】各コース定員に達するまで 

■パソコン相談
　パソコンの使い方について、相談に応じます。パソコ

ン持ち込みでの相談も対応します。
※パソコンの故障・修理の対応はできません。
※相談には、事前の申し込みが必要です。

【対象】市内在住者で、パソコンの操作に困っている人
【時間】午前10時～午後3時
【場所】市文化センターまたは市国際交流センター
【参加費】無料
【申込方法】市社会教育課パソコン講師に電話でお申し

込みください。
申・問市社会教育課 パソコン講師（市文化センター内）
☎35-2268（火曜～金曜）

スポーツ安全保険にご加入ください

　スポーツ安全保険の受付が3月1日から始まります。運
動クラブ、文化・ボランティアクラブなど、4人以上のグ
ループで加入できます。団体活動中の万一のけがや賠償
責任などの事故に備えましょう。熱中症や突然死も対象
となります。
　加入区分は、活動内容と年齢で8区分に分かれ、掛金
額は年額800円からです。

【加入方法】
①パソコンまたはスマートフォンで、インターネット加
入システム「スポあんネット（ https://www.spokyo.jp/
spoannet.html ）」にアクセスしてください。
※インターネット加入が初めての団体は、新規会員登録
から入って、会員IDを取得してください。会員IDはメー
ルで送信されてくるため、大切に保管してください。
②「スポあんネット」にログインし、必要事項を入力後、
コンビニエンスストア等の選択した支払い方法で掛金を
お支払いください。

祝！ 100歳　いつまでもお元気で

内田 俊道さん
（永山）

岡田 モモエさん
（西郷）

中薗 クミさん
（灰塚）

1 月末までに 100 歳を迎えられた皆さんを紹介します。
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早
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登
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す
る「
朝
駆
け
」。

ラ
イ
ト
で
暗
い
足
元
を
照
ら
し

な
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ら
、
一
歩
一
歩
慎
重
に
進
ん
で
い

き
ま
す
。
静
寂
の
中
、
シ
カ
の
活
動
す

る
音
に
驚
き
、
暗
闇
に
恐
れ
を
感
じ
ま

す
が
、
山
頂
で
待
っ
て
い
る
美
し
い
景

色
を
想
像
す
る
と
心
が
弾
み
ま
す
。

　

い
ざ
山
頂
に
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頂
、
ピ
ン
ク
か
ら
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レ
ン
ジ
色
に
染
ま
っ
て
い
く
空
。
ご
来

光
が
現
れ
る
と
、
山
肌
も
美
し
く
染
ま

り
ま
す
。
ふ
と
、
ご
来
光
の
反
対
側
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見
る
と
、
不
思
議
な
現
象
に
出
会
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
霧
に
虹
の
よ
う
な
光

の
輪
が
見
え
る
の
で
す
。
そ
し
て
中
心

に
は
自
分
の
影
。
よ
く
見
る
と
光
の
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は
二
重
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

「
ブ
ロ
ッ
ケ
ン
現
象
」と
呼
ば
れ
、
主
に

日
の
出
の
時
間
帯
に
山
の
稜

り
ょ
う
せ
ん線
で
条
件

が
揃
う
と
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
小

さ
な
水
滴
が
光
を
散
乱
さ
せ
て
起
こ
る

現
象
。
太
陽
光
を
背
に
霧
が
ス
ク
リ
ー

ン
と
な
る
こ
と
か
ら
、
季
節
に
よ
っ
て

発
生
す
る
方
角
が
異
な
り
ま
す
。

　

神
秘
的
な
風
景
が
見
ら
れ
る
朝
駆
け

登
山
。
そ
の
際
は
振
り
返
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。
も
う
一
つ
の
神
秘
的
な
現
象

を
体
験
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
文
／
え
び
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
）

写真：韓国岳山頂のブロッケン現象（撮影：令和4年9月7日）

神
秘
的
な
光
の
輪

※ QRコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。 

ブロッケン現象


